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次の桜島大噴火時の降灰分布を予想するⅣ
鹿児島県立国分高等学校サイエンス部地学班 中村・福永・中原・久保

桜島の大正噴火から110年が経過し，桜島
直下にあるマグマだまりには，マグマが充
填され，近い将来大きな噴火が予想され
ている。

令和３年(2021年)８月27日朝の降灰予報[南日
本放送Webページより引用]

桜島

研究Ⅰ 気象庁データを活用した研究

●鹿児島地方気象台によると，気象台
上空で計測した風のデータを桜島上空
の風向きとして活用している。
●データは３時，９時，15時，21時の１
日４回取得されている。ただし，９時と21
時以外はデータのない日があった。
●風向は方位角で示される。

桜島について

実際に大きな噴火が起きた場合，降
灰がどの方向に向かうのかに興味を
持ち，研究を始めた。

南岳山頂火口

昭和火口

・約2.6万年前に誕生

・標高1117m,周囲約５５㎞の火山

・1967年～2023年3月末で計43回火砕流観測

・噴火及び爆発回数(1982年～2023年3月末)

合計：26,044回（噴火：15,681回 爆発：10,363回）

・現在は，南岳山頂火口（稀に昭和火口）で噴火活動が継続中。

研究動機

気象庁から公表されているデータを活用した。

得られた風向データの解析方法について

気象庁ホームページより引用

●先輩達の研究は，主に高度０～５kmの分析・考察が主だった。
●110年前の大正大噴火は噴煙高度が10km以上に達している。
●次の桜島大噴火では，高度10kmまたはそれ以上が想定されているので，
その高さでの風向データも取得し，考察することを目標とした。

研究の目的

90%マグマが充填

もっと予想を詳しくできないか?
霧島市に降灰がある可能性は?近い将来大噴火が来る

大隅河川国道事務所ホームページより引用，加筆

桜島

鹿児島市
●

国分高校
●

これまでの研究成果（先輩達による研究）

【１年目】：1914年桜島大正大噴火の文献調査と風向データ分析開始
・気象台風向データ1年分（2021年）を分析，高さ0-5kmで西風が主。
【２年目】：高さ0-40kmの風向データを10年分解析

・過去10年間(2013-2022年)のデータを分析，データ数は427,295個。
・高度5-20kmはほぼ西寄り，20-40kmほぼ東寄りの風が主。
【３年目】：9時と21時の風向データを分けて解析（違いはほぼ無し）

・2012年のデータを分析，データ数は17,732個。
・高度0-20kmで高さ毎に分析。 7-9月は南寄り，それ以外は南・南西方向。
・地上風観測を学校屋上で実施，夏場は南東，それ以外は西・北西方向。

◎ 新たに取得したデータ数 ５７,６３３個◎ 新たに取得したデータ数 ５７,６３３個

高度別の風向について
2012年１月２日21時の高度
０～５kmでの風向平均値

2012年１月１ヶ月での21時の
高度０～５kmでの風向平均値

2023年１月～１２月の風向データ

・７～９月の夏季以外は基本的
に西寄りの風が主。

・８～９月の夏季は主に南また
は南東寄りの風が主。

・７月は風向にバラツキが大き
い。何か原因がありそうだ。

研究Ⅲ 次回大噴火時の降灰状況との比較検討及び降灰分布予想
大正３年噴火に伴う国内の降灰分布図(1914.1.12-13)大正噴火の降下火砕堆積物の等層厚線図(cm)

●は降灰が観測された地点西からの風により降灰

・９時と２１時では風向に大き
な差は見られない。上空１km
以上の高さで吹く地衡風では
時間変化はない。

・上空１km未満の地上風はバラ
ツキが大きい。考慮は不要？

小林(1986)に加筆

Omori(1916)

桜島鹿児島

霧島

今回の研究による次の桜島大噴火時の降灰分布予想（大正噴火級の噴火）

１月の噴火なので，火山噴出物の等層厚線図では，2023-2024年の風向デー
タの傾向で説明できる。

【７～９月に大噴火】
霧島市方面に多量の火
山噴出物が堆積
【上記以外の時期】
大隅半島方面に多量の
火山噴出物が堆積秋・冬・春では文献等にある

降灰予想と一致している。

霧島市への降灰は，
夏～秋に大噴火が起
こると，降灰の可能
性が高くなる。

ほぼ周知されてい
ないようだ!

－は層厚(cm)

考察と今後の課題

・風向と降灰の分布がそのまま一致するか考察する。・風向と降灰の分布がそのまま一致するか考察する。

参考文献
・ 「気象観測ハンドブック」（気象庁） ・ 気象庁ホームページ「風の観測データ」
・ Omori(1916) The Sakura-jima eruptions and earthquakes,Bull Earthq. 
・ 小林(1986)桜島火山の形成史と火砕流 ・ 中谷・浅野(2021)自然災害科学40
・ 桜島大正噴火写真集(鹿児島県立博物館)

中谷・浅野(2021)

・中谷・浅野(2021)では，年間の風向を平均的に
考慮した火山噴出物の堆積状況を示す。夏に大
噴火が起きた際の可能性が示されていない。

・実際の噴煙から降灰の動きを考察する必要が
ある。また，火山灰中の鉱物組成や粒度組成な
どが降灰分布に影響しないかの分析が必要。

傾向主な風向月

西寄り

西，南西1月
西，南西2月
西，南西3月
西，南西4月
西，南西5月
西，南西6月

北，西，南西7月
南東寄り東，南東，南8月
南寄り南，南西，北西9月

西寄り
西10月
西11月
西12月

研究Ⅱ 大噴火時の降灰分布と風向の関係について

【これまでの研究からの課題】
そもそも，「風向の180度反対側で降灰」という大原則が正しいのか？

【考慮すべきこと】
・噴火時に火口から放出された噴出物の粒径分布，粒子の形状，鉱物組成
・噴火時の噴煙の上昇速度
・噴火時の火山ガスの影響（種類・量など）

【現在解析中のデータについ
て】～現在研究中～
・最近の噴火動画や写真から，
噴火後の噴煙の挙動を調べて
いる（右図参照）。
・噴煙内で「Fingering現象」
が発生して，降灰に影響して
いるらしい。
・2011年霧島新燃岳の大噴火
の降灰分布など詳細に調べら
れており，現在これを勉強中
している。

2024年7月29日16時46分の爆発，火口上
4400ｍまで噴煙が上昇
（財宝公式チャンネルより引用）


